
①

橋梁の修繕により、交通の安全性及
び市民生活の安全性や安心度の向上
につながると考えるため

過年度の実績等により、１０年間で
８橋（年間１橋）法定点検年度２０
２２年（令和４年）に８７橋を実
施、２０２３年（令和５年）は５橋
を実施予定。

主要な道路橋についての「長寿命化修繕計画」を策定、計画
に基づき順次改修を開始した。
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　５．施策の重要業績成果指標(KPI)

KPI１ 橋梁の修繕済数

項目 R3実績 R4実績 R5計画 R6計画 R7計画 R8計画

145,890 146,294

27,497 26,630

174,088 173,631

0 0

0 0

701 707

千円

254,247 261,683

226,049 234,346

財源
内訳

国庫支出金

府支出金

市債

その他

一般財源１（＝フル
コストー特定財源）

一般財源２（＝直接
事業費ー特定財源）

コス
トの
内訳

人件費

事業費

フルコスト

千円

80,159 88,052

　４．施策にかかるコスト

単位 R3決算 R4決算

R6

重要度（偏差値）

H30

37.8

R元

53.8

満足度（偏差値）

R2 R3 R4 R5

　施策目標

　対象（誰を、何を、どこを）

市民

　意図（どのような状態にしたいのか）

道路ネットワークなどの交通基盤整備を進め、交通の円滑化を図り都市の活力と魅力を生み出す交通体系を形成します。

　３．市民ニーズ

第１節　道路・交通

道路環境の充実と道路網の整備

　基本方針

・市民生活に直結する道路施設のうち、特に橋梁は長寿命化修繕計画のもと効率的、効果的な維持管理の充実を図ります。
・旧市街地における緊急車両等の通行が困難な地域のための都市計画道路の整備を推進します。
・都市計画道路や駅前広場の整備を進め、交通ネットワ-クの充実を図ります。
・歩道の段差解消及び交通管理者との協働による歩行者空間の整備を推進します。

　現況と課題

・耐用年数を経過した施設等の計画的な維持修繕による長寿命化を図っていく必要があります。
・旧市街地地域は狭隘（きょうあい）道路が多く、防災性の向上と道路環境の改善を進める必要があります。
・計画的なまちづくりに必要な都市計画道路の早期整備が必要です。
・人に優しい道路空間となるよう、安全で安心に移動できる施設整備が求められています。

主管課

関係課

都市整備部 道路公園課

　２．総合計画における位置づけ

総合計画

政策

施策

節
第６章　快適で住みやすいまちづくり（快
適・憩い・生活基盤）

令和5年度行政評価　施策評価シート　（令和4年度実績）
施策名 道路環境の充実と道路網の整備

施策コード 5060102

　１．施策の担当



②

1 01037410 土木管理事業

事務事業 R4年度決算額
R5年度予算

事務事業名予算コード

Ｂ055,945 10,944 9,836

一次評価
一般財源人件費 事業費

　７．施策を構成する事務事業

Ｂ

引き続き目標値の達成に努めること。

Ｂ

引き続き目標値の達成に努めること。

7点

Ｂ

令和元年度は主要な道路橋についての「長寿命化修繕計画」を策定し、計画に基
づき、危険度の高い橋梁から順次改修を開し、令和２年度に１橋の補修工事を実
施。

満足度が平成24年度30.4から平成30年度37.8と向上したが、引き続き、道路交通
の安全性向上及び生活環境改善を図るため、歩道及び舗装改修等の維持管理を
し、生活道路劣化等の苦情、地元要望の高い道路新設改良の対応に努める。

生活密着型で必要な基盤整備は進めるべきとの潮流がある。

予算を有効に執行しているが、舗装劣化の進んだ生活道路が増え、市民並びに地
元要望が増えている。今後は国庫補助を活用しながら舗装の更新を行い安全性の
向上を図っていくとともに、橋梁の補修も計画に基づき進めていきたい。

二次評価（政策推進課・行財政管理
課による評価）

三次評価（理事者による評価）

（４点中）

（３点中）

（３点中）

（１０点中）

4

1

2

　６．施策の事後評価

一次評価
（担当課によ
る評価）

判定項目 評価点 評価理由、今後の方向性等

施策の成果レベル
（過去の推移、周辺
市との比較なども含
む）

100.0

施策に対する市民
ニーズ

施策を取り巻く状況
（法令等の動向、
国・府の政策の動
向、社会潮流など）

合計点

総合評価

KPI設定の根拠 KPI目標数値の設定根拠 目標達成・未達成の理由・背景

２０１７年度（平成２９年度）事業
中の３路線の整備完了を根拠とし
た。
・熊取駅西線
・熊取駅西１号線
・泉佐野土丸線

令和５年度に熊取駅西線、熊取駅西
１号線を、令和１０年度に泉佐野土
丸線の整備完了を目標値設定した。

都計道路泉佐野土丸線について事業認可取得し用地買収を実
施中。都計道路熊取駅西線及び熊取駅西1号線については工事
完了。

100.0 100.0達成度

2.0 2.0

実績値 2.0 2.0 2.0

目標値 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0

R3実績 R4実績 R5計画 R6計画 R7計画 R8計画

図
表

KPI２ 事業中の都市計画道路整備完了数

項目 R2実績

Ｂ0239 38,202 11,9732 01037420 りんくうタウン共同溝管理事業

Ｂ015,934 47,814 47,8143 01039200 道路等施設保全事業

088,052 173,631 146,294合計

Ｂ015,934 76,671 76,6714 01070140 道路維持事業
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